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頭部へのコンタクトの対処手順  
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背景  
  
ワールドラグビーでは、プレーヤーウェルフェアの観点から、不正なプレー、特に、頭部へのコンタク

トが生じるものはいかなるものも容認しない判断を推進しています。  
  
その際には、外傷ではなく関与したプレーヤーの動きに焦点を当てなければなりません。HIA の必要性

があるというだけで、ルールに反する頭部へのコンタクトがあったということにはなりません。  
  
頭部外傷の 72％がタックルの中で起きているため、タックラーの「選択の力」が極めて重要です。  
  
タックラーは「体勢を整え、反応する」ことができるよう、すなわち「目と足」を使いながらタイミン

グを計り、体をすばやく下げて低くタックルに入れるよう、体を起こしていることを理解しておく必要

があります。  
  
コーチもプレーヤーも、トレーニングにおいて安全なタックルスキルを継続的に向上させることが大切

です。 

1. 頭部へのコンタクトが発生しましたか？ 

2. 不正なプレーはありましたか？ 

3. 危険度はどのくらいでしたか？ 

4．軽減要因はありますか？ 

はい 

ペナルティ  

故意または常に違法な不正なプレー行

為には、軽減要因は適用されない。 

イエローカード 

ペナルティ イエローカード 

高い 低い 

 
プレーヤーに落ち度があった 

いいえ HCP以外のプロセス 

いいえ プレーを続行 



 

競技規則 の 適用 ガイドライン 

頭部へのコンタクトの対処手順の目的  
  
この手順は、プレーヤーの頭部、頸部、および、喉を守ることを目的としています。  
  
この手順は、以下のプレーに適用することができます：  
  
• ハイタックル  
• ショルダーチャージ  
• 危険なクリーンアウト  
• 頭部同士の衝突  
• ひじ/上腕でのコンタクト  

「頭部へのコンタクトの対処手順」は、競技規則適用のガイドラインです。競技規則 9.11 に
基づき、レフリーには常に、無謀または危険と判断されたプレーに対してはいかなるもの

も、レッドまたはイエローカードを出す権利を与えられています。しかしこの対処手順は、

マッチオフィシャルや規律担当者が頭部へのコンタクトに対しどのように対処すべきかのガ

イドラインを示すことで、制裁を課す際に一貫性を持たせることを目的としています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
頭部同士の衝突もこれに含まれます  



 

競技規則 の 適用 ガイドライン 

対処手順における問いかけと考慮すべき事項  
  
1．頭部へのコンタクトが発生しましたか？ 
  
頭部へのコンタクトには、頸部および喉の周辺へのコンタクトを含みます。  
  
2．不正なプレーはありましたか？  
  
考慮すべき事項  
  
• 故意であったかどうか  
• 無謀であったかどうか  
• 避けられたかどうか‐例：ディフェンダーが終始上体を起こした状態であった 

 
3．危険度はどのくらいでしたか？ 
  
考慮すべき事項に含まれるもの:  
  
• 直接的なコンタクトか、間接的なコンタクトか  
• 強い力だったか、弱い力だったか  
• 動的だったかどうか 

 
4．軽減要因はありますか？  
  
考慮すべき事項に含まれるもの:  
  
• 視線  
• 急に大きく体を低くしたり動かしたりしていたかどうか  
• 明らかに高さを変えようとしていたかどうか  
• コントロールの度合い  
• タックラーが受動的だった  

故意または常に違法な不正なプレー行為には、軽減要因は適用されない 

  



 

競技規則 の 適用 ガイドライン 

マッチオフィシャルのためのトリガーワード  

マッチオフィシャルは、プレーヤーに落ち度があったかどうか、危険度はどのくらいだった

か、また、適用すべき軽減要因があるかどうかを判断する材料となるキーワードの一部を集

めた以下のリストを活用するとよいでしょう。 

 
 

プレーヤーに落ち度がない場合  
  
• ボールキャリアーによる急に大きく体を低くする動き  
• プレーヤーが体勢を整え直す時間がなかった  
• 不本意な衝突  
• 腕を出してコンタクトしていなかった 

ペナルティ 
 

イエローカード 

危険度: 低  
  
• 間接的なコンタクト  
• 弱い力  
• スピードがなかった  
• 頭部、肩、上腕でコンタクトしていなかった/ 腕を振

っていなかった 

 

 
危険度: 高  
  
• 直接的なコンタクト  
• コントロールが不十分  
• スピードがあった  
• 動的であった 
• 頭部、肩、ひじ、上腕でコンタクトしていた  
• 腕を振っていた  
• 無謀であった  
• 故意、または、常に違法な不正なプレー行為 

軽減要因  
  
• ボールキャリアーが急に/大きく

体を低くした、または、向きを変

えた  
• 他のプレーヤーがコンタクトに入

ってきたため、直前で動きが変わ

った  
• 巻きつこう/バインドしようとし

ていて、適応する時間がなかった 
• タックラーが受動的だった（下記

参照） 

レッドカード 
受動的とは  
• タックラーの足が止まったまま

で、体で衝撃を受けた/後方へ

倒れ込んだ 
• ボールキャリアーに向かって前

進する動きが全くなかった 
 

動的とは 
• 足を固定することも動かすこと

もできた 
• 体が腰/脚/肩からの力を伴って

前または上方向に動いた 

プレーを続行 
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